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1．は じめ に

手 の ひ らに 収 ま る程度の 大きさの 超小 型携帯 コ ン ピ

ュ
ー

タが、個人用情報機器（PDA ）な どの 用途で 活発

に利用 され る よ う に な っ た 。 しか し、表示装置 が 小

型で ある た め 、大 きな面積を持 つ オブ ジェ ク ト （広

い デ ス ク トッ プ 、 WWW ペ ージ、新聞 ・地図
・
書類

な ど）を閲覧 ・操作する こ とが 困難で ある。筆者は 、

超小 型 コ ノ ピ．2・一タ に 、 艪示装置の 機能 を組み込 む

こ と で 、こ の 課題 を解決 し よ うと した［1］。 本研 究 で

は 、こ の 試作機 を用い て 評価実験 を行 っ た 。

2．シス テ ム の 概要

　　 mouse 　ba目（back） mQuse 　button

図 t．背面に マ ウス 装置 を内蔵した 超小型 コ ン ピュ
ータ

を、机上 で 移動すると、移動量と方向が マ ウ ス 部分

で検出 され る。こ の 移動量／移動方向だけ、表示 内

容をス ク ロ
ー

ル するように プロ グ ラ ム すれば、使用

者は、あたか も、大面積の 書類の
一

部をの ぞ き見す

る ウ ィ ン ド ウ枠を手に と り、見た い 方向に 移動す る

感覚 を得る こ と に なる （図 2） 。 ．こ の 結果、小 さ な

表示 画面で あ っ て も、直観的で わ か りや す い 閲覧操

作 を提供で きる 。

図 2．コ ン ピ ュ
ータ の 移動に 従 っ て 内容 をス ク ロ

ー
ル す る

こ とで、大 き な オ ブ ジ ェ ク トの 部 分 を表示 す る仮想的な窓

枠 を掴 ん で閲 覧す るユ ーザ モ デ ル を提 供 す る。十 字の ポ イ

ン タ
ーは、衰示部分の位置を反映す る位置に 表示する 。

3，オ ブジ ェ ク トの操作

図 t に本研 究で提案する超小型携帯 コ ン ピュ
ータの

概要図 を示 す 。
コ ン ピュ

ータ の 背面に メ カ ニ カ ル マ

ウ ス の ボ
ー

ル 機構を組み込ん で い る 。
コ ン ピ ュ

ータ
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3．1 ポ インタ
ー

表示され るオブ ジ ェ ク トを指示 して、直接操作 を行

うため に 、ポイ ン ターを表示する 。 ポイン ターは表

示画面 に ほ ぼ 固定 され て い て 、ユ ー
ザ は 指示 した い

オブジ ェ ク ト（た とえばWWW ペ ージ の ボ タ ン ）の 真

上 に ポイ ン タ
ー

が重 な るまで コ ン ピュ
ータ を移動 し 、

ボ タ ン 操作に よ り直接操作を行う。
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3．2　メ ニ ュ
ー

ボ タ ン 操作 に よ り表示 す るポ ッ プア ッ プ メ ニ ュ
ーに

対 して も、他 の オブ ジ ェ ク トと同様に 、ポイ ン ター

を表示装置 に 固定 し、コ ン ピ ュ
ータ を上下 に動か す

こ とで ．メ ニ ニ
ー項目を選択する。表示装置 に 収ま

ら な い 長い メ ニ ．ユ ー
の 場合 は 、その

一
部 を覗 き見 る

操作 に な る。 （図 3）
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図 3．ポ ッ プア ッ プ メ ニ ュ
ーを表 示 し、コ ン ピュ

ータ を 移

動す る と、表示中央 の 項目が選択 され る 。

置の 右部分に小型 シ リア ル マ ウ ス機構を付加 して い

る 。 最終的に は単体で 稼働すべ きで ある が 、試作機

で は ノートブ ッ ク PC に有線で接続し、オ ブ ジ ェ ク

ト操作プ ロ グ ラ ム を PC 側で 動か し、操作結果 を試

作機 の デ ィ ス プ レ イ に表示 した。

こ の 試作機 を 10 人以上 の コ ン ピ ュ
ータ経験者に 使

用 して もらっ た 。 その 結果、小 さな表示装置で あっ

て も、大きな地図や 集合写真を直接的に ス ク ロ ール

で きる こ とが使 い やす い と評価された 。

また、3 人 の被験者を対象に FittSの 法則［2］に基づ く

評価実験 を行 っ た 。

．一
人 の 被験者が 、距離（D ）が

5mm か ら 320mm 先の 、幅（S） 5mm か ら4（｝mrn の 目

標 を 5− 10回選択する の に 要 した平均時間を図 5 に

示す 。 距離が 40mm 以上 の 目標の ほ とん どは、操作

開始時 に試作機 の デ ィ ス プ レ イ（445x37 ．Omm ）に 表

示されな い
。 じか し、短距離の 目標 と同 じ直線上 に

あ り、Fittsの法則に基づ い た結果が得られた 。 他の

二 名 の 被験者 の 結果も同様で あっ た 。 仮想的な窓枠

を移動 して閲覧するユ ーザ モ デ ル が有効に働 い て い

る と考えられ る 。

4．試作 と評価 実験

図 4、試作 し た超小型 コ ン ピ ュ
ータ。マ ウス を内 蔵 し、本

体 を移動 す る こ とで オ ブ ジ ェ ク トの 閲覧
・
操作 を行う。

本方式 に よ る指示機構の 有用性 を確認す る目的で 、

図 4 に 示す 試作機 を作製 した 。 こ こ で は 液晶表示装
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図5．Fittsの 法則に 基づ い て 解析 し た 目標選択の 所要時間
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